「一般社団法人全国両替商防犯連絡会」
Japan Exchangers Safety Council

（JESC）

入会のご案内
（前文）設立主旨
今日外貨両替はシステム化、自動化、ネットワーク化により、従来ベテランにしかできなかった為替管理（レート設定や円換算）や外貨の真贋鑑定が、マニュアルさえあれば誰でも容易にできるようになりました。レートはオンラインで自動配信され、鑑定、計数、円換算、計算書の発行まで機械化・自動化がすすみ、オペレーターが１枚ずつ外貨に触ることがなくなりました。
これまで言わば、性善説をもとに装置ビジネス化された外貨両替業務ですが、最近その盲点をつく偽造券すり替えや両替計数詐欺が増えています。今後、政府の訪日外国人増大（インバウンド）政策が続き、観光市場及び労働市場に経済効果をもたらすことは間違いありません。しかしながら、同時に好ましくない外国人の流入も増大すると見られます。

今後外貨両替は、インバウンドビジネスとして発展することは間違いないと思われますが、同時にマネロン対策の強化・高度化が求められています。一般社団法人全国両替商防犯連絡会Japan Exchangers Safety Council(以下、「JESC」という。)は、国内の両替商窓口における安全対策を維持・強化し、同時に会員相互の経済発展をはかり、国際社会に向けた健全な外貨両替（決済）業務の推進を目的として設立されました。
１．団体名
　　　１）団体名

一般社団法人全国両替商防犯連絡会（Japan Exchangers Safety Council）
 略称「JESC（ジェスク）」
　　　２）設立日

法人登記2018年7月17日
２．事務局
〒104-0061東京都中央区銀座7-15-8銀座堀ビル4F(受付)
日本シーディーアール(株)／偽造通貨対策研究所　内 
    　 ℡03-3541-1951　Fax03-3541-1952　E-Mail:info@institutejesc.com
３．活動内容
　　　両替商における防犯通報ネットワークを整備することで、偽造券対策及び両替詐欺やマネロン、その他不正資金対策を推進、あわせてインバウントに関する決済や照会に関する業務開発を支援します。
１）会員相互による偽造券、両替詐欺発見時の通報
２）安全対策・マネロン対策に関するセミナーの開催（年１回開催予定）
３）名刺交換会開催、会員相互の交流と親睦をはかり、商談の場を設ける
４）その他安全対策に寄与すると思われる情報の相互提供
５）紙幣鑑定機の鑑定精度、外貨両替機のマネロン対策に関する安全基準調査、認証
６）鑑定マニュアルの作成と配布（メール送信）
７）通貨、証書、その他文書鑑定書の発行
８）テレビ局、新聞社等報道機関対応
９）警察、税関、入管等捜査機関対応

10）インバウンドを中心とした決済に関する情報の共有

11）資産凍結対象リスト照会アプリの利用

４．対象者

１）正会員


①外貨両替商の皆様（業態にかかわらず外貨両替商を営む事業者様）
②両替商を新たに始める方
③日本ＣＤＲ製品ユーザー

２）賛助会員（両替業務非対応事業者）
①ホテル、商業施設、旅行業、金融機関、公共施設等インバウンド関連事業者
②マスコミ、研究機関
③メーカー
④その他（行政、公共機関等）　　　　　　　　　
５．入会方法（資格）
１）外貨両替商であるか、外貨両替商を始める方

２）登記された法人であること

３）業として外貨両替を営む個人事業主で店舗が存在すること

４）正会員の紹介があること。

　※ただし当会がセミナーにお誘いしているＣＤＲ社ユーザー、その他お取引のある方については不要です。
５）両替商以外の方

宿泊、商業施設、運輸鉄道、報道、研究、製造、行政に関する方、これから両替商を始める方についても入会をおすすめします。ご希望の場合は紹介者欄に自己紹介メッセージを添えて下さい。
６）入会申込書（別紙）
メール送信（Wordファイル添付）またはFAXにて事務局までお送り下さい。
６．会費
　　　　１）年会費
　　　　　　　　　正会員　　 6,000円/年/1社（複数名の登録が可能）
　　　　　　　　　　　　　　　　ただし日本CDR製品保守契約ユーザーは入会時1年目の会費を無料とします（日本ＣＤＲ負担）。

賛助会員　12,000円/年/1社（CDR製品ユーザーは正会員価格）
　　　　　　ただし行政、公共機関は無料。CDR製品ユーザー（委託設置含む）は入会

　　　　　　時1年目の会費を無料とします（日本ＣＤＲ負担）。

２）セミナー費用
正会員　　無料
賛助会員　無料
非会員　　有料（6,000円。ただし同時にJESC入会では1回分の会費に充当します。）
３）その他費用
①入会金

　　なし。
②会員証（箔押しA4判certificate）の発行費用
　　年会費に含む（ただし追加発行については実費3,000円/1枚/送料・税別）。
　　　※店頭掲示により偽造行使や両替詐欺（外国人犯罪）に対する抑止効果が得られる。

③セミナー受講証（箔無しA5判）の発行
　　会員、非会員とも無料
　　　※店頭掲示により偽造行使や両替詐欺（外国人犯罪）に対する抑止効果が得られる。

④セミナー講師派遣（出張鑑定・出張セミナー）
交通費等実費をうけたまわります。外部から講師を招く場合は講演料をいただく場合があります。
⑤鑑定書の発行（偽造通貨対策研究所対応）
原則有料。ただし鑑定件数、検体の状態、その他依頼鑑定事項により費用をうけたまわる場合があります。鑑定書基本費用は20,000円／１件です。
４）お支払い方法

　　　①年会費



　入会月の前月までにJESC事務局より請求書をメール送信します。

　　　　　　　　　（請求書の郵送が必要な場合は事務局へお知らせ下さい。）
　　　②その他費用



　その都度個別にお知らせします。
７．実行中照会アプリ
１）真贋鑑定
①スマホ鑑定アプリ

②過去に発見された偽造券の見積り方鑑定マニュアル

③過去に発見された証券、商品券の見積り方鑑定マニュアル

④資産凍結対象リスト照会アプリ（開発中）

２）好ましくない利用客照会
①不良顧客の画像情報

②偽造行使、両替詐欺実行現場画像

③その他マネロンに関する疑わしい取引に関する実行画像

８．その他会員向けサービス（開発中含む）
　　　キャッシュレス化時代に向け、現金を扱う外貨両替業務は今後より一層安全対策・マネロン対策を強化する必要があると言えます。JESCは、会員とともに技術開発や市場開拓を実施し、安全対策・マネロン対策に加えて、会員相互の情報交換、情報共有をすすめともに発展して行きたいと考えています。

1） 紙幣番号レファレンスシステム（紙幣鑑定機で売買紙幣の番号をクラウド管理、旅先で紙幣番号を
ダウンロード可能）（開発予定）
２）資産凍結対象リスト（①サイトにログインし氏名をキーボード入力、または②パスポートスキャナーで自動入力）⇒資産凍結対象リスト照会PCソフトウエア（開発予定）
３）両替詐欺手口の動画照会（YouTubeべース）（実施予定）
４）新手偽造券の紹介（ポリマー紙幣偽造、鑑定機を通過する偽造等） 

５）世界の発券銀行サイト（発行のタイミングを予知し、紙幣鑑定機の保守をスムースに行う）管理（更新を怠らないこと）紙幣改訂（新券発行、流通禁止）情報の告知

６）偽造券番号紹介アプリ（開発予定）
７）現行の通貨図録をWEB上で紹介可能に（開発予定）
以上
入会申込書
一般社団法人全国両替商防犯連絡会に入会の申し込みをいたします。
■申込書

　個人の場合、団体名は不要です。法人については所属部署名、役職名もご記入下さい。　　　　　　　　　年　　月　　日
	ふりがな
	（法人の場合は法人名、部署名もご記入下さい。）

	申込者氏名
	

	団体(法人)名
	

	住所
	〒

	URL
	http://

	TEL
	
	FAX
	

	紹介者氏名
(メッセージ)
	　紹介者がいない場合はJESC事務局にご相談下さい。

	
	


※運営する店舗等のサイト情報（上記URL）がない場合は会社案内をお示し下さい。FAX、メール送信、郵送でお願いします。
■年会費について

　個人、法人を問わず1団体（1申込）についての費用です。法人は複数名でも１社分とします。※会員種別に✔を入れて下さい。
	会員種別
	会費内容
	内容

	□正会員
　(年/1社)
	6,000円
　　
	両替商セミナー、通報ネットワーク利用、情報交換、偽造券対策情報、JESC「スマホ鑑定アプリ」使用、その他各種照会アプリ（一部開発中）

	□賛助会員

(年/1社)
	12,000円　　
	同上。

	入会資格
	開業中の両替商またはこれから開業する方（個人・法人問わず）。ホームページ等両替商を運営する客観的情報をお示し下さい。反社会的勢力に無関係なことを誓約できる方。


■会員証(certificate)の名入れ
会員証（certificate）は法人・個人名いずれも欧文（ローマ字）及び和文（漢字）をご記入下さい。
	欧文
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

	和文
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

	会員証を店舗ごと等、複数ご希望の場合はJESC事務局にお知らせ下さい。対応可能です。


名義（１法人個人とも1枚を発行します。ただし追加数複数団体、企業名での登録も可能です。）
■誓約について
1.暴力団、総会屋、社会運動標榜ゴロ、特殊知能暴力集団等の反社会的勢力に該当せず、将来にわたり該当しないことを確約します。
2.会費は入会月に向こう１年分を支払うことを確約します。
3.本会にて取得した情報を非会員に営利的に開示したり、悪用したり、その他第三者に開示することはいたしません。
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